
令和 7年度第 1回徳山中央病院地域連絡協議会 議事概要 

 

【日時】令和 7年 7月 29日（火）19：00～19：30 

【場所】ＪＣＨＯ徳山中央病院本館 11階会議室 

 

【次第】 

 １．開会挨拶 

 ２．委員紹介 

 ３．議題 

（１）徳山中央病院の現状報告（資料 1） 

 （２）連休の救急外来の状況について（資料 2） 

 （３）中央館運用状況等について（資料 3） 

 （４）各委員からの要望・質問等について 

 （５）その他 

 ４．閉会挨拶 

 

【出席者】 

    末永 和宏  （周南市役所健康医療部長） 

津永 長門  （徳山医師会会長） 

    曽我部 博之 （徳山歯科医師会会長） 

    岡田 好洋  （徳山薬剤師会会長） 

中村 悟   （周南市立新南陽市民病院事務局長） 

西岡 浩司  （徳山医師会病院事務長） 

小林 展衣  （周南社会福祉協議会事務局長） 

進賀 研次郎 （周南市社会福祉事業団事務局次長） 

鈴木 孝夫  （周南市自治会連合会会長） 

    難波 利光  （周南公立大学福祉情報学部長） 

    沼 文隆   （ＪＣＨＯ徳山中央病院院長） 

    原田 有彦  （ＪＣＨＯ徳山中央病院副院長） 

    山本 学   （ＪＣＨＯ徳山中央病院副院長） 

    分山 隆敏  （ＪＣＨＯ徳山中央病院副院長） 

    土田 昌弘  （ＪＣＨＯ徳山中央病院副院長） 

    萩野 勝司  （ＪＣＨＯ徳山中央病院事務部長） 

    西村 綾子  （ＪＣＨＯ徳山中央病院看護部長） 

 

【欠席者】 

    吉山 裕規  （山口県周南健康福祉センター所長） 



【議事概要】 

（１）徳山中央病院の現状報告（資料１） 

・令和 5・6年度、令和７年 4月～6月の実績を資料に沿って報告をした。 

 

（２）連休の救急外来状況（資料２） 

 ・令和 7年 5月連休の救急外来状況について、前年度と比較しながら報告した。 

 

（３）中央館運用状況等について（資料３） 

・中央館運用状況と医療 DXについて紹介した。 

 

（４）各委員からの要望・質問等について 

＜質問＞ 

 ・平均在院日数が大幅に短縮した要因は何か。 

＜回答＞ 

・病院全体でパスの作成と実行に取り組んでいることが主因と考える。 

＜質問＞ 

 ・高齢者が自分の番号を把握できない、タブレット操作が困難などの問題をきいているが。 

＜回答＞ 

 ・コンシェルジュやボランティアなどによるサポートを実施中。 

＜質問＞ 

 ・病院の将来展望についていかがか。 

＜回答＞ 

 ・建替工事は耐震基準を満たしていないこともあり、40年 50年先の未来を見据えて行って

いる。今後も超急性期・急性期医療とともに地域の救急医療を担っていく。 

＜病院からの要望＞ 

 ・1人暮らしや認知症の高齢者の受診サポートが今後の課題。市との連携や対策の検討が必

要。 

＜委員からの回答＞ 

・出来ることがあるかどうか持ち帰って検討する。 

 

（５）その他 

  （事務局からの連絡） 

   委員の『氏名』、『役職』、『議事録』『ご意見に対する対応状況』を徳山中央病院ホーム

ページ等にて公開することが了承された。 

次回は来年 2月頃を予定している。  

 

 

以上 


